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原　　著

緒　　言

　Web上に公開されている「ドリンク剤・滋養強壮剤の
利用に関するアンケート調査（マイボイスコム株式会
社）」（http://www.myvoice.co.jp/biz/surveys/15501/index.

html，2014年 10月 20日アクセス）によれば，今日，二
人に一人はドリンク剤（栄養ドリンク）を服用していると
されており，ドリンク剤が多種多様存在することは，消
費者がどれを購入したら良いのか選択することを困難に
している．また，「カフェインが効きすぎて眠れないこ
とがある」，「女性向けの美容を兼ねたドリンク剤をもっ
と増やしてほしい」，「カロリーが高く，太ってしまう」
等の回答者のコメントが寄せられているように消費者の
ニーズは多様である．
　ドリンク剤を選択するためにWeb上に簡易な検索サ
イトがいくつか設けられている．代表的なものに，「今

日のあなたに，この 1本」（佐藤製薬ユンケル診断：
http://www.yunker.jp/todays/index.html，2014年 10月 20

日アクセス）といったメーカーオリジナルのナビプログ
ラムが存在する．しかし，メーカーサイトのWebペー
ジでは他のメーカーのドリンク剤を検索することができ
ず，現在市販されているすべてのドリンク剤を網羅し，
消費者ニーズにきめ細かく応える検索ツールは存在して
いない．また，カフェイン入りの有無や，カロリーに基
づく，あるいは女性向けのドリンク剤の検索といった機
能を持ち合わせたナビプログラムは存在しておらず，い
ずれのプログラムも情報量としては少ない．
　消費者がドリンク剤を選択する際には，ドラッグスト
ア等の店頭において数種類の限られた選択肢の中から目
的とするドリンク剤を選ぶ傾向が高い1）．
　そこで本研究では，現在市販されているほとんどのド
リンク剤を対象とし，消費者がカフェイン検索やカロ
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リー検索ができる等，安全性を考慮し，消費者ニーズに
合ったドリンク剤を選択できるナビプログラムを作成す
ること，また，薬剤師・登録販売者が消費者にドリンク
剤を薦める際に使える情報を網羅したナビプログラムを
作成することを目的にプログラムの構築を試みた．

方　　法

1．ドリンク剤ナビプログラムの作成
　城西大学薬学部「食品・医薬品相互作用データベース」
（http://www.josai.ac.jp/~facpharm/DB/cdhndb.htm，2014年

10月 20日アクセス）を参考に，システムの構築には
データベースソフト File Maker® Pro 10を使用し，添付
文書やマイボイスコム株式会社による「ドリンク剤・滋
養強壮剤の利用に関するアンケート調査」の結果等を考
慮して，消費者がドリンク剤に求めている内容を反映さ
せ，ニーズに合ったドリンク剤を選出し，製品情報を提
供するナビプログラムを作成した．さらに，ドリンク剤
のメーカー別，医薬品・医薬部外品別，価格別，こども
用ドリンク剤の検索ができる上，ドリンク剤の商品名や
製薬会社名から検索することも可能とした．対象とした
ドリンク剤は，独立行政法人医薬品医療機器総合機構の
「一般用医薬品の添付文書情報」（http://www.info.pmda.

go.jp/osearch/html/menu_tenpu_base.html，2014年 10月
20日アクセス）において検索可能な滋養強壮剤を基本と
した．

2．ナビプログラムの構成
　ドリンク剤ナビプログラムの概要を Fig. 1に示した．

本ナビプログラムのコンテンツを①自分に合ったドリン
ク剤選択，②価格別検索，③製薬会社別検索，④医薬
品・医薬部外品別検索，⑤こども用ドリンク剤検索の 5

つとした．①自分に合ったドリンク剤選択には，本ナビ
プログラムの主要機能を備えた．消費者が自分に当ては
まる項目を画面展開に従ってクリックするだけでニーズ
に合ったドリンク剤が最終的にリストアップされる． 

①～⑤はすべて，最終的に検索結果表示画面へと展開
し，表示されたドリンク剤を選択すると，ドリンク剤の
詳しい情報を掲載した画面へと展開されるようにした．

3．ドリンク剤情報の入力
　ドリンク剤の情報は，独立行政法人医薬品医療機器総
合機構の一般用医薬品の添付文書情報，あるいは各製薬
会社のホームページよりダウンロードし，「ドリンク剤
ファイル」の各フィールドに入力した．本ナビプログラ
ムでは，全 27社（334品目）のドリンク剤を対象とした．

結　　果

1．本ナビプログラムの各検索機能
　Fig. 1に示すように，本ナビプログラムの機能は，①
自分に合ったドリンク剤選択，②価格別検索，③製薬会
社別検索，④医薬品・医薬部外品別検索，および⑤こど
も用ドリンク剤検索の 5項目である．本ナビプログラム
のトップページ画面から展開する①～⑤の画面を Fig. 2

に示す．
①自分に合ったドリンク剤の選択
　本ナビプログラムの主要機能である．消費者が自分に

Fig. 1　ドリンク剤ナビプログラムの概要
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当てはまる項目をクリックすることで最終的にニーズに
合ったドリンク剤が検索される．「自分に合ったドリン
ク剤を探そう！」の選択後はまず自分の目的や症状を問
う項目 a「体調」，b「美容」，c「スポーツの前後」，および
d「こども用」の選択ボタンを設けた画面が展開する．
　a「体調」クリック後の質問事項は，「これから頑張らな
ければならない」，「風邪気味」，「眠気覚ましに」，「気分
転換したい」，「食欲がない」，「その他」としさらに詳し
い症状を問うものとした．その後は，「男性」，「女性」と
性別を問う項目，服用のタイミングを問う項目が続く．
女性の場合は，妊娠の可能性や授乳中であるかどうかと
の質問を加え，妊婦や授乳婦の安全面に考慮した検索機
能とした．「服用のタイミング」の項目は，寝る前であれ
ばノンカフェインのドリンク剤が選択されるように設定
した（Fig. 3）．
　b「美容」をクリック後の質問事項は，「肌荒れ」，「シ
ミ」（Fig. 4b-1）とし，その後は体調クリック後と同様に
「男性」，「女性」と性別を問う項目，「服用のタイミング」
を問う項目が続く．
　c「スポーツの前後」クリック後はドリンク剤検索結果
のリスト画面が表示される（Fig. 4c-1）．

　d「こども用」をクリック後の質問事項は，「偏食・栄養
補給」と「肌荒れ・にきび・口内炎」とした．この質問の
後，年齢を確認し，検索結果が表示される（Fig. 4d-1，
2）．
　e「その他」をクリック後は，「カロリーが気になる方
に」と「カフェインが気になる方に」のコマンドボタンを
表示し（Fig. 4e-1），「カロリーが気になる方に」を選択後
の検索結果表示画面はカロリーを表記したドリンク剤リ
スト画面を展開させた（Fig. 4e-2）．
②価格別検索
　価格別検索をクリック後の展開画面（Fig. 2②）には，
「100～200円」，「201～500円」，「501～1000円」，「1001～

3000円」，「3001円～」という価格別のコマンドボタンを
作成し，安価な商品から高価なものまでを選択しやすく
した．また，中には 1本単位では販売されていない商品
もあるため，「規格外」というコマンドボタンを作成した．
③製薬会社別検索
　ドリンク剤トップページにある製薬会社別検索をク
リックすると全 26社の製薬会社名が表示される（Fig. 2

③）．それぞれのメーカーをクリックするだけで，メー
カーごとの検索結果を表示することが可能である．

Fig. 2　ドリンク剤ナビプログラムのトップページ画面
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Fig. 3　自分に合ったドリンク剤の選択画面中の「体調」をクリック後の画面展開

Fig. 4　自分に合ったドリンク剤の選択画面中の b～ eクリック後の表示画面
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④医薬品・医薬部外品別検索
　医薬品・医薬部外品検索をクリックすると，各分類の
コマンドボタンを表示した画面へと展開される（Fig. 2

④）．第 2類医薬品，指定第 2類医薬品，第 3類医薬
品，指定医薬部外品，医薬部外品のボタンのいずれかを
クリックすることで，すべてのドリンク剤の中から，指
定された分類のドリンク剤を検索することができる．
⑤こども用ドリンク剤検索
　こども用ドリンク剤を成人と区別するため，ドリンク
剤トップページにこども用の検索機能を設け，こども用
ドリンク剤がわかりやすく，かつ素早く検索できるよう
にした．「こども用ドリンク剤検索」のコマンドボタンを
クリックすると 10件の小児用ドリンク剤がヒットする
（Fig. 2⑤）．

2．ドリンク剤検索結果表示画面
　各検索機能の最終的なボタンを選択後は，検索結果表
示画面のドリンク剤リストが表示される．ドリンク剤検
索結果の表示画面を Fig. 5に示す．リスト一覧のドリン
ク剤名をクリックすると，それぞれのドリンク剤情報表
示画面へと展開する（Fig. 6）．
　Fig. 5のドリンク剤リスト画面には，「商品名」，
「メーカー」，「分類」，「メーカー希望小売価格」の情報を

表形式で表示するとともに，情報ごとにソートする機能
を設けた．各ソートボタンを Fig. 5の①に示す．
　ドリンク剤リスト画面は，文字サイズが小さいため，
「文字拡大」と「元の文字サイズ」の 2つのコマンドボタン
を設けた．「文字拡大」をクリックすると，文字サイズが
1.5倍大きく表示される（Fig. 5②）．また，既知のドリ
ンク剤名を入力して検索できる機能も備えた．「商品
名」，「メーカー」，「分類」のいずれかで検索することが
可能であり，また，プルダウンリストにより，入力を簡
便にする工夫も加えた（Fig. 5③）．

3．ドリンク剤情報表示画面
　本ナビプログラムの最終表示画面を Fig. 6に示す．こ
こには添付文書に記載されているすべての情報を載せ
た．ドリンク剤の情報量が多いため，ドリンク剤情報①～
③，製造販売元等の 4つのタブを作成した（Fig. 6①）．
タブ内の情報画面を Fig. 7に示した．
　Fig. 6の②～⑥をクリックするとそれぞれに対応する
画面へ展開される（Fig. 8，9）．②は添付文書表示画面
（Fig. 8②），③はリスク分類一覧表（Fig. 8③），⑤は「ド
リンク剤リスト」の画面へ（Fig. 8⑤），⑥は検索画面
トップページへ（Fig. 8⑥），④は印刷用の画面（Fig. 9）
へ展開され，ドリンク剤の情報を A4サイズで印刷し，

Fig. 5　ドリンク剤検索結果の表示画面
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消費者へ提供することができる．さらに，Fig. 6の⑦を
クリックすることでドリンク剤情報の簡易版を表示する
機能も付加した（Fig. 10）．

考　　察

　がん化学療法管理システム2）や，total parenteral 

nutrition（TPN）製剤の処方せんのサポートシステムのた
めのアプリケーションの開発3）など，医療現場において
データベースプログラムを作成し，情報を共有化する場

Fig. 6　ドリンク剤情報表示画面

Fig. 7　ドリンク剤情報①～③および製造販売元等の画面
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面が増えてきている．ドリンク剤を入手する場として，
薬局・薬店以外にもコンビニエンスストア，スーパー
マーケット，ディスカウントショップ，さらに自動販売
機などがあり，薬剤師や登録販売者のいない環境で購入

することが多く，消費者が最適なドリンク剤を選択する
ことが困難なケースが多くなっている．
　本研究では，自分に当てはまる項目をいくつかクリッ
クするだけで，最終的に自分に最適なドリンク剤が検索

Fig. 8　ドリンク剤情報表示各種画面

Fig. 9　④印刷用画面
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されるドリンク剤ナビプログラムを構築した．また，一
人ひとりの目的に合うよう，メーカー別，医薬品・医薬
部外品別，価格別，こども用ドリンク剤の検索も可能と
した．ドリンク剤の名称がうろ覚えであっても検索画面
トップページの「ドリンク剤入力検索」からあいまい検索
の機能によってドリンク剤を探すことも可能である．現
在市販されているドリンク剤のほとんどを網羅し，適切
な情報量に切り替えて閲覧できるようにすることで，消
費者や薬剤師・登録販売者も使用できるプログラムと 

した．
　消費者が安全にドリンク剤を服用できるように配慮し
た点は，カフェインの有無を考慮したプログラムとして
いることが挙げられる．カフェインを含有するドリンク

剤は，就寝前に服用すると睡眠に影響が出るだけでな
く，ドリンク剤を服用した妊婦への影響が懸念される．
ほとんどのドリンク剤には無水カフェインが 100 mL中
50 mg含まれている．カフェイン摂取量を適度に減らせ
ば出生児の体重や妊娠期間に影響はない4）が，カフェイ
ン摂取量が 1日あたり 800 mg以上になると，乳幼児突
然死症候群（sudden infant death syndrome; SIDS）の発生率
は対照群の 1％に比較して 5％に増加するため，カフェ
インは SIDSのリスク因子であると報告されている5）．
本ナビプログラムでは，質問のフローチャート上に服用
のタイミングを尋ねる質問を設けることで，睡眠の妨げ
を回避することを可能とした．妊婦や授乳中の方にも安
全に服用できるよう，「女性」をクリック後に「授乳中，

Fig. 10　詳細版と簡易版
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あるいは妊娠の可能性がありますか？」，「コーヒーなど
のカフェインをこれから摂取する予定はありますか？」
などの質問を設け，各自に合ったドリンク剤を選択でき
るようにした．
　消費者は，いったんドリンク剤の好みのブランドが決
まると，同じ銘柄を反復して購入する傾向が強い．本ナ
ビプログラムを使用することにより，一般消費者が最適
なドリンク剤を新たに発見することができるだけでな
く，薬剤師がドリンク剤の情報を検索するツールとして
利用する上でも有用であると考えられる．
　本研究を進めていく中で，メーカー側が提供している
商品と消費者側が求めている商品とでは，多少のズレが
生じていることが判明した．すなわち，消費者がドリン
ク剤を服用するシーンは，「疲れがたまっているとき」，
「風邪気味・発熱など体調が悪いとき」，「気合いを入れ
たいとき」等であり，基本的には滋養強壮作用を求めて
いる．一方，メーカー側は，スポーツの前後に服用する
ドリンク剤や美容用のドリンク剤を販売しているが，消
費者の認知度が低く，市場にもあまり流通していないの
が現状である．本ナビプログラムを利用することで，
メーカー側がセールスポイントにしていることを消費者
側へ正確に伝え，また消費者側のニーズを収集すること
ができるのではないかと考えられる．本ナビプログラム
が消費者とメーカーの橋渡し的役割を担うことができれ
ば，より消費者のニーズを反映させたドリンク剤が製造
販売され，適切に選択されることが期待される．
　ドリンク剤の情報は，適時最新のものに更新する必要
がある．よって，新商品が発売されたり，ドリンク剤情
報が変更になった時などに情報を定期的にアップデート
する必要があり，これを効率よく行うことが今後の課題

である．また，本プログラム中にクリックした回数を集
計できる機能を設けることで，消費者のニーズを集計・
分析できるようにすること，さらに清涼飲料水を含めた
データベースを構築することも視野に入れて改良するこ
とを考えている．
　本ナビプログラムは，まだ一般公開されていない．本
ナビプログラムをWeb上に載せれば，パソコンやス
マートフォンからアクセスし，ドリンク剤を検索するこ
とが可能となる．将来的に本ナビプログラムをWeb上
に公開し，すべての消費者に利用してもらえるようにし
ていきたい．

謝　　辞

　本研究のプログラム作成に当たり，数々の有益なご助
言を賜りました城西大学情報科学研究センターの田中玲
氏に深謝いたします．

文　　献
 1）伊藤隆弘：栄養ドリンク剤の購買行動に関する研究：販売規

制緩和に対応したマーケティング戦略の立案．マネジメン
ト・レビュー 2006; 11: 43–78.

 2）高木昭佳，須佐　充，吉田睦浩，山之内恒昭，竹本朋代，山
本恵子，三村泰彦，加藤　敦，菓子井達彦，足立伊佐雄：外
来化学療法における weeklyパクリタキセルレジメンの標準化
と治療時間の改善．日本病院薬剤師会雑誌 2009; 45: 957–960.

 3）Masuda S, Oka R, Uwai K, Matsuda Y, Shiraishi T, Nakagawa Y, 
Shoji T, Mihara C, Takeshita M, Ozawa K: Development of clinical 
application for a nutritional prescription support system for total 
parenteral/enteral nutrition. Yakugaku Zasshi 2009; 129: 1077–1086.

 4）Bech BH, Obel C, Henriksen TB, Olsen J: Effect of reducing 
caffeine intake on birth weight and length of gestation: randomised 
controlled trial. BMJ 2007; 334: 409–412.

 5）志賀清悟：飲んで大丈夫 ? コーヒー , お酒 , サプリメント．
チャイルドヘルス 2008; 11: 264–265.



P•S•J� 35

井上ほか：消費者志向のドリンク剤ナビプログラム

A Consumer Oriented Navigation Program of Nutritional Supplement Drinks

Yutaka Inoue1, Yumi Nagumo2, Madoka Nagahama1, Isamu Murata1,
Masayuki Kimura1, Ikuo Kanamoto1

1 Laboratory of Drug Safety Management, Faculty of Pharmaceutical Sciences, Josai University 
2 Yakuju Co., Ltd.

Key words: nutritional supplement drink, navigation program, database, consumer's needs, safety

    Although one in every two people takes nutritional supplement drinks, the wide variety of such drinks available 
makes it difficult for consumers to choose. To facilitate consumer choice regarding nutritional supplement drinks, the 
web has simple search engine sites or makers may provide custom navigation programs. However, in both cases, there 
are only limited amounts of information and not all of the nutritional supplement drinks currently available are covered 
extensively. In this study, we developed a program that can search for most of the nutritional supplement drinks 
currently available on the market. The program was developed as a navigation program that takes into consideration 
the safety of consumers, so that they can select the product that is best suited to their needs. When consumers answers 
several questions, the nutritional drink suited for the consumers will be chosen. This navigation program may be useful 
at pharmacies or drugstores to help consumers to select the nutritional drink best suited to their needs.
 (J Community Pharm Pharm Sci 2015; 7: 26–35)


